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佳
民
運
動
と
議
会
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
出
嘉
憲

　
こ
ん
ど
の
地
方
選
挙
で
も
は
っ
き
り
と
現
わ
れ

て
い
た
が
、
最
近
に
お
け
る
「
住
民
パ
ワ
ー
」
の

高
ま
り
は
目
を
み
は
ら
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
住
民
パ
ワ
ー
は
、
公
害
、
日
照
権
、
交
通
事
故
、

物
価
…
…
い
の
ち
と
く
ら
し
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ

る
問
題
を
め
ぐ
っ
て
噴
出
し
て
き
て
い
る
。
個
々

の
住
民
運
動
は
単
発
的
で
あ
っ
て
も
、
絶
え
ず
次

か
ら
次
へ
と
発
生
し
、
ま
た
、
最
近
は
ヨ
コ
の
連

絡
組
織
を
持
ち
は
じ
め
て
い
る
。
住
民
運
動
は
、

も
は
や
特
殊
例
外
的
現
象
で
は
な
く
、
常
態
化
さ

れ
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
自
治
体
は
新
し
い
局

面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
か
つ
て
は
「
公
共
の
利
益
」

を
ふ
り
か
ざ
す
こ
と
で
足
り
た
か
も
し
れ
な
い
事

業
の
決
定
・
執
行
も
、
い
ま
で
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
生
活
利
益
に
根
ざ
す
住
民
の
要
求
や
主
張
が

よ
り
適
切
に
反
映
・
調
整
さ
れ
る
よ
う
な
、
新
し

い
住
民
参
加
の
シ
ス
テ
ム
を
模
索
す
る
と
い
う
課

題
が
、
自
治
体
に
は
課
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
自
治
体
の
議
決
機
関
た
る
議
会
が
、
こ
の
課
題

に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
現
に
、
住
民
運
動
の
圧
力
は
、
行
政
過

程
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
議
会
を
も
そ
の
標
的
に

す据
え
て
強
く
及
ん
で
き
て
い
る
。

　
だ
が
、
率
直
な
と
こ
ろ
、
議
会
の
こ
の
課
題
へ

の
取
組
み
は
ま
だ
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
に
く
い
。

一
つ
に
は
、
制
度
的
な
要
因
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

議
会
権
能
が
制
約
さ
れ
、
政
策
選
択
の
余
地
が
限

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
議
会
の
触
覚
も
鈍
り
が

ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
治
権
そ
の
も
の
か
ら
し
て

制
約
さ
れ
て
い
る
特
別
区
の
議
会
に
お
い
て
は
、

と
く
に
こ
れ
が
問
題
と
な
る
（
長
期
総
合
計
画
の

も
と
に
な
る
基
本
構
想
に
つ
い
て
の
議
決
権
も
消

極
的
に
解
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
点
で
は
、
自
治
権

の
拡
充
、
議
会
権
能
の
強
化
を
目
ざ
す
制
度
改
革

が
重
要
な
戦
略
目
標
と
な
ろ
う
。

　
け
れ
ど
も
、
考
え
方
の
転
換
と
い
う
こ
と
も
、

こ
れ
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

議
会
側
か
ら
見
る
と
、
住
民
参
加
は
行
政
が
住
民

と
直
結
し
て
議
会
の
比
重
低
下
を
き
た
さ
せ
る
動

き
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ

う
し
た
見
方
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
は
、
住
民

運
動
と
の
距
離
は
広
が
る
ば
か
り
で
あ
り
、
状
況

の
展
開
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。

い
ま
必
要
な
の
は
、
進
ん
で
住
民
運
動
と
の
接
点

を
求
め
る
積
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
議
員
活
動
は
、
請
願
、
陳
情
の
受
身
の
取
次
ぎ
、

区
の
決
定
の
お
知
ら
せ
的
な
も
の
か
ら
、
住
民
の

　
　
　
　
　
　
　
は
あ
く

生
活
環
境
を
鋭
く
把
握
し
て
問
題
を
提
起
す
る
と

い
う
、
よ
り
能
動
的
な
パ
イ
プ
役
へ
と
改
め
ら
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、

対
立
す
る
利
益
や
主
張
を
調
整
し
、
政
策
レ
ベ
ル

で
の
集
約
を
は
か
る
た
め
に
、
議
会
各
会
派
（
政
党
）

の
体
質
改
善
の
努
力
も
要
求
さ
れ
よ
う
。
自
派
の

勢
力
拡
大
の
た
め
に
競
争
で
住
民
運
動
を
追
い
か

け
、
つ
ば
を
つ
け
れ
ば
そ
れ
で
済
む
と
い
っ
た
も

の
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
み
て
も
、
理

事
者
の
報
告
が
主
で
あ
る
よ
う
な
段
階
か
ら
抜
け

出
て
、
住
民
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
鋭
い
分
析

を
基
礎
に
し
て
討
論
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

討
論
の
過
程
を
広
く
住
民
に
公
開
し
て
、
地
域
社

会
に
お
け
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
関
心
」
に
問
題
を
投

げ
か
け
る
方
向
に
進
む
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
ら
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
自
明
の
こ
と
に

す
ぎ
な
い
と
言
え
よ
う
が
、
し
か
し
、
今
日
の
住

民
運
動
の
高
ま
り
の
下
で
は
、
ま
さ
に
そ
の
自
朋

の
こ
と
が
強
く
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

薩鵠齢

　
、
聾



7月1日世田谷区議会だより

　
　
　
議
会
役
職
が
決
ま
る

撃
学
校
工
妻
約
議
萎
ど
一

　
改
選
後
は
じ
め
て
の
議
会
で
あ
る
第
一
回

臨
時
会
は
、
5
月
2
4
日
か
ら
2
8
日
ま
で
、
会

期
五
日
問
で
開
か
れ
た
。

　
ま
ず
2
4
日
に
は
、
議
長
、
副
議
長
を
選
挙

で
選
び
、
各
議
員
の
常
任
委
員
会
所
属
を
決

め
た
。
つ
い
で
、
三
つ
の
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
を
選
任
、
議
員
選

出
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
を
与
え
た
（
各

委
員
会
構
成
は
三
ぺ
ー
ジ
参
照
）
。

　
同
じ
日
に
区
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
小
中
学

校
増
改
築
工
事
請
負
契
約
を
は
じ
め
と
す
る

二
十
一
議
案
は
、
2
8
日
に
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

●
議
長
、
副
議
長
選
挙
結
果

　
当
選
　
議
　
長
　
　
横
山
　
浩
（
自
民
）

　
　
　
　
副
議
長
　
　
荒
木
義
ズ
自
民
）

●
監
査
委
員
選
任
同
意

　
岩
城
庄
太
郎
（
自
民
）
　
竹
田
　
茂
（
社
会
）

●
小
中
学
校
校
舎
増
改
築
工
事
請
負
契
約
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
件
（
蔑
禽
）

鳥
山
中

中
丸
小

深
沢
小

代
沢
小

駒
沢
中

三
宿
小

奥
沢
小

四
四
三
〇
万
円

四
一
七
〇
万
円

四
四
七
二
万
円

四
二
一
一
〇
万
円

三
六
三
七
万
円

三
〇
五
〇
万
円

八
三
九
〇
万
円

二
子
玉
川
小
五
四
四
五
万
円

尾
山
台
中
五
二
三
〇
万
円

新
星
中
　
六
八
九
五
万
円

九
品
仏
小
七
四
七
二
万
円

松
沢
小

経
堂
小

北
沢
小

若
林
中

玉
堤
小

七
二
六
〇
万
円

五
九
二
〇
万
円

六
九
〇
七
万
円

五
七
八
六
万
円

三
六
七
八
万
円

祖
師
谷
小
三
三
九
五
万
円

旭
　
小
　
三
二
七
〇
万
円

一
十
一
件
も
可
決

杉
山
建
設

折
原
工
務
店

新
建
設

柴
田
組

遠
藤
建
設

徳
祥

協
栄
組

横
山
建
設

小
野
建
設

協
栄
組

門
脇
建
設

小
原
建
設
寮
春

林
工
業

門
脇
建
設

東
波
建
設

森
野
建
設
工
業

田
中
土
建
工
業

儘
田
組

八
幡
中
　
三
六
七
〇
万
円
　
田
中
建
設

47

年
1
～
2
月
完
成
予
定
（
こ
の
ほ
か
、
理

事
者
権
限
で
契
約
し
た
工
事
請
負
契
約
が
六

件
あ
る
）
。

●
世
田
谷
公
園
プ
ー
ル
新
設
に
よ
る
区
立
公
園

　
条
例
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
貰
）

　
東
京
百
年
祭
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
世

田
谷
公
園
の
水
泳
場
が
完
成
し
た
の
で
、
使

用
料
を
定
め
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

　
o
所
在
地
　
池
尻
一
丁
目
五
－
二
七

　
〇
開
設
期
間
　
7
月
1
日
～
8
月
31
日

　
○
使
用
料
（
二
時
間
以
内
）

　
　
　
大
人
　
　
　
　
　
六
〇
円

　
　
　
小
人
（
小
・
中
学
生
）
　
三
〇
円

　
　
　
幼
児
　
　
　
　
　
二
〇
円

　
幼
児
用
水
泳
場
の
付
添
者
は
幼
児
と
同
額
。

　
o
交
通
機
関
　
バ
ス
　
三
宿
。
自
衛
隊
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
央
病
院
前
下
車

　
　
　
　
　
　
　
な

●
区
税
条
例
改
正
の
専
決
処
分
報
告
（
麓
盆
）

　
お
も
な
改
正
点
①
区
民
税
の
非
課
税
範
囲

を
、
障
害
者
・
老
人
・
寡
婦
。
未
成
年
者
の

年
収
三
十
二
万
円
を
三
十
五
万
円
に
広
げ
た

こ
と
、
②
従
来
、
区
税
を
給
与
等
か
ら
差
し

引
か
れ
て
い
た
人
が
、
退
職
等
に
よ
り
給
与

を
受
け
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
個
人
あ
て
に

納
税
の
通
知
を
し
て
い
た
が
、
本
人
の
申
出

が
あ
っ
た
場
合
に
一
部
源
泉
徴
収
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
。
適
用
は
昭
和
4
6

年
度
分
か
ら
。

　
※
専
決
処
分
と
は

　
予
算
と
か
条
例
な
ど
区
政
の
重
要
な
こ
と

が
ら
は
、
区
議
会
が
議
決
し
な
い
と
決
定
で

き
な
い
が
、
①
仕
事
が
緊
急
を
要
す
る
場
合
、

②
議
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
③

議
会
か
ら
ま
か
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
は
区
長

だ
け
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
専

決
処
分
と
い
う
。

　
専
決
処
分
を
し
た
場
合
は
、
区
長
は
あ
と

で
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
日
照
権
問
題
起
こ
し
鉱
謎
犠
築
議
案

　
今
回
の
臨
時
会
で
、
小
中
学
校
の
増
改
築

工
事
の
契
約
案
件
十
九
件
が
可
決
を
み
た
が
、

こ
の
な
か
で
、
祖
師
谷
小
学
校
の
校
舎
を
め

ぐ
っ
て
、
付
近
の
住
宅
に
日
が
あ
た
ら
な
く

な
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
日
照
権
問
題
が
発

生
し
た
。

　
こ
の
契
約
案
件
を
審
議
し
た
企
画
総
務
委

で
は
、
2
5
日
に
、
付
近
の
住
民
と
p
T
A
の

代
表
か
ら
意
見
を
聞
い
た
。

　
付
近
住
民
の
代
表
か
ら
は
、
「
今
ま
で
で
さ

え
、
庭
に
日
が
は
い
ら
な
か
っ
た
の
が
、
家

の
中
ま
で
暗
く
な
り
、
私
た
ち
だ
け
が
今
後

日
陰
で
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

公
共
の
建
物
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
簡
単
に
あ

き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
訴
え

た
。　
こ
れ
に
対
し
て
同
校
の
P
T
A
側
か
ら
は
、

「
こ
れ
以
上
校
舎
を
ず
ら
せ
ば
校
庭
が
狭
く

　
　
　
　
）

な
り
、
児
童
の
健
康
上
か
ら
も
好
ま
し
く
な

い
、
今
か
ら
設
計
変
更
し
て
い
る
と
工
期
が

が
遅
れ
る
」
と
の
対
立
的
な
意
見
が
出
た
。

　
委
員
会
は
、
理
事
者
側
か
ら
現
在
ま
で
の

い
き
さ
つ
を
聴
き
、
図
面
だ
け
で
は
審
議
が

で
き
な
い
と
し
て
、
翌
2
6
日
、
現
地
を
調
査

し
た
。

　
再
会
後
審
議
さ
れ
た
点
は
、
①
付
近
庄
民

と
の
今
後
の
話
合
い
に
つ
い
て
、
②
今
後
に

お
け
る
区
の
公
共
物
に
よ
る
日
照
問
題
の
基

本
的
な
考
え
方
、
③
マ
ン
モ
ス
校
の
対
策
と

学
校
運
営
に
つ
い
て
、
で
あ
っ
た
。
理
事
者

側
か
ら
は
、
①
祖
師
谷
小
学
校
の
場
合
は
、

住
民
の
要
望
を
最
大
限
み
て
、
当
初
の
設
計

を
、
へ
い
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ず
ら
し
て

八
。
五
メ
ー
ト
ル
あ
け
、
さ
ら
に
土
地
を
三

〇
セ
ン
チ
低
く
す
る
こ
と
に
変
更
し
た
、
な

お
具
体
的
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
区
は
誠
意
を

正
副
議
長
紹
介

㌣
二
〇

山
形
県
出
身
　
日
大
卒
　
無
職
（
元
玉
川
小

学
校
校
長
）

当
選
四
回
　
元
区
議
会
副
議
長
。
区
監
査
委

員

鹸
（
驚
皿
∞
糞

　
一
－
七
t
一
〇
二

　
長
崎
県
出
身
　
明
大
卒
　
ホ
シ
建
設
K
・
K

　
監
査
役
　
日
本
学
生
相
撲
連
盟
副
理
事
長

　
当
選
二
回
　
前
区
議
会
建
設
委
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
、
ー
ー
は

も
っ
て
話
し
合
う
、
②
こ
れ
か
ら
は
公
共
物

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
建
築
基
準
法
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
公
共
性
と
地
域
の
利
害
は
十
分

配
慮
し
て
い
く
、
土
地
買
収
費
も
高
い
現
状

で
は
用
地
の
効
果
的
活
用
か
ら
高
層
化
す
る

ほ
か
な
い
、
つ
と
め
て
日
照
問
題
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
設
計
す
る
、
③
マ
ン
モ
ス
校
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
新
設
校
の
計
画
、
通
学

区
域
の
再
編
成
に
よ
り
段
階
的
に
解
消
す
る
、

な
ど
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
会
で
は
、
今
後
住
民
の

不
満
を
十
分
取
り
上
げ
る
こ
と
、
計
画
決
定

す
る
と
き
は
事
前
に
配
置
図
等
を
公
開
し
、

学
校
側
や
地
域
住
民
と
慎
重
に
話
し
合
う
こ

と
、
改
築
に
あ
た
っ
て
は
耐
震
強
化
、
防
湿

に
留
意
す
る
こ
と
、
運
動
場
が
狭
く
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
工
期
を
遅
ら
せ
な
い
こ
と
、

総
合
的
計
画
を
明
確
に
し
て
、
新
設
校
問
題

を
解
決
し
、
マ
ン
モ
ス
校
を
な
く
す
こ
と
、

住
民
と
区
で
誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
い
解
決

す
る
こ
と
、
な
ど
の
意
見
が
示
さ
れ
て
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

2



7月1日世田谷区議会だより

）

新
し
い
委
員
会
構
成
決
ま
る

　
　
区
政
の
前
進
と
ガ
ラ
ス
張
り
運
営
を
基
調
に

　
　
　
　
幽

　
新
し
い
議
会
の
委
員
会
構
成
が
、
5
月
2
4

日
の
第
一
回
臨
時
会
本
会
議
で
、
別
表
の
と

お
り
決
ま
っ
た
。

　
っ
い
で
、
6
月
－
日
に
は
、
各
委
員
会
の

正
副
委
員
長
が
集
ま
っ
て
、
今
後
の
委
員
会

運
営
に
っ
い
て
協
議
し
た
。
こ
の
話
合
い
の

中
か
ら
、
委
員
会
の
民
主
的
な
運
営
と
ガ
ラ

ス
張
り
運
営
を
目
ざ
す
基
本
姿
勢
が
打
ち
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員
の
遅
刻
と
欠
席
を
従

来
以
上
に
き
び
し
く
規
制
す
る
と
い
う
方
針

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
6
月
初
旬
に
は
、
各
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ

は
じ
め
て
の
会
議
を
開
き
、
所
管
す
る
部
門

の
事
務
事
業
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

り
、
今
後
一
年
間
の
活
動
方
針
を
検
討
し
た

り
し
て
、
活
動
態
勢
を
着
々
と
整
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
覇
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会
は
、
企
画
総
務
、
区
民
厚
生
、

建
設
、
文
教
の
四
委
員
会
が
あ
る
。

　
企
画
総
務
常
任
委
は
、
執
行
機
関
側
の
企

画
部
、
総
務
部
と
対
応
し
、
区
の
組
織
機
構

や
行
政
運
営
の
基
本
方
針
を
検
討
、
都
区
財

政
調
整
を
は
じ
め
財
源
確
保
策
に
力
を
入
れ

る
。
ま
た
、
予
算
の
立
案
や
執
行
状
況
、
工

事
請
負
契
約
や
区
有
財
産
の
取
得
、
管
理
状

況
も
審
議
す
る
。

　
区
民
厚
生
常
任
委
は
、
区
民
部
、
厚
生
部

と
対
応
し
て
い
る
。
審
議
あ
る
い
は
調
査
す

る
お
も
な
事
項
と
し
て
は
、
健
康
都
市
推
進

策
と
保
健
衛
生
対
策
、
産
業
・
商
業
振
興
策

と
消
費
者
対
策
、
社
会
福
祉
対
策
な
ど
が
あ

り
、
国
保
事
業
、
国
民
年
金
事
務
も
検
討
す

る
。
　
建
設
常
任
委
は
、
土
木
部
、
建
築
部
と
対

　
　
　
　
　
　
　
こ
う
さ
よ

応
し
、
道
路
、
公
共
溝
渠
、
河
川
、
公
園
、

児
童
遊
園
関
係
の
土
木
事
業
、
建
築
確
認
事

務
や
区
立
施
設
の
営
繕
事
務
を
所
管
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
公
害
対
策
、
都
市
再
開
発
や

防
炎
街
区
造
成
な
ど
を
、
取
り
組
む
べ
き
重

点
項
目
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　
文
教
常
任
委
は
、
教
育
委
員
会
と
対
応
し
、

小
中
学
校
校
舎
の
鉄
筋
化
を
は
じ
め
と
す
る

児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境
の
整
備
に
意
を
用

い
、
社
会
教
育
、
体
育
関
係
の
事
業
や
施
設

　
は
　
あ
く

を
把
握
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
轡
特
別
奮
会

　
特
別
委
員
会
は
、
交
通
・
公
害
対
策
、
特

別
区
制
調
査
、
上
下
水
道
促
進
の
三
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
。

　
交
通
。
公
害
対
策
特
別
委
は
、
歩
行
者
の

安
全
を
確
保
し
、
自
動
車
公
害
か
ら
住
民
を

守
る
対
策
を
練
る
と
い
う
理
由
で
設
け
ら
れ

た
。
こ
の
ほ
か
、
■
区
内
交
通
機
関
の
整
備
改

善
闇
題
に
も
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
特
別
区
制
調
査
特
別
委
は
、
区
長
公
選
の

復
活
を
主
張
し
、
特
別
区
自
治
権
の
拡
充
策

を
調
査
・
研
究
、
区
民
に
密
着
し
た
区
行
政

の
確
立
と
い
う
課
題
を
追
求
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
）

　
上
下
水
道
促
進
特
別
委
は
、
都
の
上
下
水

道
整
備
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、

一
日
も
早
く
区
民
の
生
活
環
境
を
中
心
区
並

み
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
る
。

　
　
　
　
画
奮
会
制
度
と
は

　
よ
ほ
ど
小
人
数
の
議
会
で
な
い
か
ぎ
り
、

い
ろ
い
ろ
の
案
件
を
議
員
全
体
の
会
議
”
本

会
議
口
で
こ
と
細
か
に
審
議
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
。
た
い
て
い
は
、
委
員
会
制
度
を

採
用
し
て
い
る
。
委
員
会
制
度
と
は
専
門
的

に
検
討
す
る
部
門
を
い
く
つ
か
つ
く
っ
て
、

議
員
が
小
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に

分
属
し
、
議
会
に
提
案
さ
れ
た
案
件
を
審
査

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
委
員
会
制
度
を
採
用

す
る
趣
旨
は
、
審
議
を
能
率
化
す
る
こ
と
と

検
討
が
深
め
ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
委
員
会
制
度
を
採
用
し
て

い
る
議
会
の
案
件
審
査
の
流
れ
は
、
は
じ
め

の
本
会
議
で
案
件
を
委
員
会
に
付
託
、
委
員

会
審
査
を
経
て
つ
ぎ
の
本
会
議
で
そ
の
報
告

を
し
た
の
ち
議
決
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
委
員
会
は
、
本
会
議
に
提
案
さ
れ

●常任委員会（◎印一委賑、○印一副委賑）

文教委員会

◎平山　八郎（自民

○山崎　治茂（共産

○迫田　参雄（公明

　小山　雄央（自民

奈良友雄（自民

内藤義雄（自民

　藤島ナツ子（自民

山口　昭（自民

　山沢修白（自民

　岩根志津子（社会

唐沢敏美（社会
　甲斐円治郎（公明

　
雌
眠
鯛
眠
眠
眠
眠
眠
眠
胎
胎
薙
薙
財

　
三
郎
夫
郎
二
幸
男
正
吉
男
志
雄
寿
忠

会
忠
太
寿
太
正
孝
菊
守
大
正
善
芳
　
凪

翻
西
擢
宮
粧
山
良
山
田
村
藤
。
原
木

鰍
伽
肪
脚
岩
梶
吉
小
須
中
佐
谷
藁
埜
、
同

区民厚生委員会

◎中田　史郎（共産

○大高定左右（自民

○丸山　孝夫（民社

荒木義一（自民

石塚　玄（自民

亀井重光（自民

大千代子（自民
高橋八重子（自民

宮田玲人（自民

竹田　茂（社会

園田　集（社会

森田キミ（社会

田中陸奥（共産

大沢孝明（公明

企画総務委員会

◎小島光一朗（自民

○井上嘉一郎（自民

○井上　浩（社会

内山武次（自民

　門井一郎（自民

金子静夫（自民

菅田昌宏（自民
　山科　芳一（自民

横山　浩（自民

相沢　要（社会

志茂京子（社会
　門田　昌子（共産

　武井　留治（公明

長谷川七郎（民社

本多シズェ（無

●特別委員会（◎印一委賑、○印一副委賑

た
議
案
や
請
願
だ
け
で
な
く
、
独
自
に
問
題

を
見
つ
け
て
審
議
し
た
り
調
査
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
常
設
し
て
い
る
委
員
会
を
常
任
委
員
会
、

必
要
に
応
じ
て
議
会
の
議
決
で
設
置
す
る
委

員
会
を
特
別
委
員
会
と
い
う
。

　
9
世
田
谷
区
議
会
の
特
色

　
特
別
委
員
会
は
、
短
期
設
置
を
た
て
ま
え

と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
世
田
谷
区
議

会
の
場
合
は
、
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
中

断
を
除
い
て
考
え
る
と
、
寿
命
の
長
い
も
の

が
多
い
。
ち
な
み
に
、
交
通
・
公
害
対
策
特

別
委
の
歴
史
は
、
前
身
の
交
通
対
策
特
別
委

時
代
を
含
め
る
と
、
昭
和
3
1
年
に
さ
か
の
ぽ

る
。
特
別
区
制
調
査
特
別
委
も
、
昭
和
3
2
年

か
ら
出
発
し
て
い
る
。
昭
和
2
5
年
に
設
置
さ

れ
た
自
治
権
拡
充
特
別
委
を
、
こ
れ
の
前
身

と
見
れ
ば
、
じ
つ
に
二
十
年
間
も
引
き
続
い

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
常
任
委
員
の
任
期
は
条
例
で
一
年

間
と
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
一
年
後
に
は
一

斉
に
改
選
さ
れ
る
。
特
別
委
員
の
任
期
は
べ

つ
に
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
寿
命
が
長
い
た

め
に
、
常
任
委
員
と
同
時
に
改
選
す
る
の
が

こ
れ
ま
で
の
例
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
実
態
か
ら
み
る
と
、
当
区
議
会

の
特
別
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
と
同
じ
よ

う
な
性
格
を
持
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。

上下水道促進委員会

◎小山　菊男（自民

○梶山　正二（自民

○武井　留治（公明

井上嘉一郎（自民

金子静夫（自民

須田　守正（自民

高橋八重子（自民

平山　八郎（自民

宮田玲人（自民
　山沢　修白（自民

横山　浩（自民

井上　浩（社会
岩根志津子（社会

竹田　茂（社会
中田　史郎（共産

森　　寿（共産
甲斐円治郎（公明1

長谷川七郎（民杜

特別区制調査委員会

◎相沢　要（社会

○奈良　友雄（自民

○山口　　昭（自民

　石井健太郎（自民

石塚　玄（自民
　岩城庄太郎（自民

　門井一郎（自民

小山　雄央（自民

　藤島ナッ子（自民

　山科　芳一（自民

佐藤　正男（社会

森田キミ（社会

谷口善志（社会

石原芳雄（共産
　山崎　治茂（共産

迫田　参雄（公咀

丸山　孝夫（民杜

議
臨
犠
盟
器
醐
盟
魑
醐
躍
闘
嬰

講
群
塁
麟
舞
瑚
懸
楚
糠
集
轟
鞠
繋

審
千
木
木
山
粥
島
田
藤
村
西
沢
田
田
中
沢
宮
舞

通
志
大
高
荒
内
大
亀
吉
小
菅
内
中
河
唐
園
門
田
大
神
本

交
◎
○
○

3



7月1日世田谷区議会だより

η
コ
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め

な

　
ア
ユ
の
季
節
で
あ
る
。
日
本
で
は
ア
ユ
は

「
川
魚
の
五
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
淡

白
な
川
魚
特
有
の
香
り
は
古
く
か
ら
珍
重
さ

れ
、
そ
の
姿
は
、
「
若
ア
ユ
の
よ
う
に
」
の

た
と
え
ど
お
り
、
気
品
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
コ
イ
や
フ
ナ
な
ど
の
よ
う
な
四
季
を

通
じ
て
の
川
魚
と
違
っ
て
、
姿
を
見
せ
る
の

は
夏
の
青
葉
の
間
だ
け
と
い
う
こ
と
か
ら
、

季
節
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
か
つ
て
多
摩
川
の
ア
ユ
と
い
え
ば
東
京
人

に
も
て
は
や
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
区
史

に
よ
れ
ば
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
二
子

の
渡
し
付
近
は
ア
ユ
漁
や
舟
遊
び
に
市
民
の

　
　
　
《
写
真

一
日
の
楽
し
み
の
地
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
時
代
と
と
も
に
河
口
に
工
場
が

建
設
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
堤
防
な
ど
が
構

築
さ
れ
た
た
め
、
ア
ユ
の
天
然
そ
上
が
少
な

く
な
っ
て
き
た
。

　
多
摩
川
の
上
流
で
、
初
め
て
ア
ユ
が
放
硫

さ
れ
た
の
は
大
正
1
4
年
の
こ
と
で
あ
る
。
琵

わ
　
こ

琶
湖
の
稚
ア
ユ
を
放
流
し
て
、
七
〇
％
が
生

育
し
た
と
動
物
学
者
の
宮
地
傳
三
郎
氏
が
書

い
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、
そ
の
後
の
放
流

を
誘
発
し
た
。
昭
和
2
年
に
は
、
玉
川
村
漁

業
組
合
が
一
万
匹
を
放
流
し
た
が
、
こ
れ
は

民
間
の
事
業
と
し
て
最
初
の
稚
ア
ユ
の
放
流

い
多
屡
力

　
　
和
泉
多
摩
川
付
近
で
》

で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
努
力
で
、
多
摩
川
の
ア
ユ
は
依

然
盛
況
を
誇
っ
た
。
大
震
災
後
は
水
道
取
水

の
た
め
に
多
摩
川
の
水
が
減
り
、
川
幅
も
ぐ

っ
と
狭
く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
め
に
は
、
な
お
十
数

ぞ
う艘
の
屋
形
船
を
浮
か
べ
た
風
景
も
見
ら
れ
た

と
い
う
。

　
　
　
　
え
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
ア
ユ
の
餌
は
石
に
つ
い
た
藻
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
汚
れ
た
川
底
で
は
育
た
な
い
。
と
こ

ろ
が
近
年
に
な
っ
て
、
水
道
や
用
水
の
利
用

増
加
、
工
場
の
上
流
へ
の
進
出
な
ど
、
そ
の

生
息
環
境
を
破
壊
す
る
悪
条
件
ば
か
り
重
な

っ
た
。
と
く
に
昭
和
3
0
年
代
に
は
い
っ
て
か

ら
は
、
住
宅
増
に
よ
る
汚
水
の
流
入
、
砂
利

の
乱
掘
、
工
場
か
ら
の
排
水
な
ど
が
、
ア
ユ

を
死
滅
さ
せ
る
決
定
打
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
障
害
に
も
め
げ
ず
、
昭
和
3
3
年

に
は
、
世
田
谷
区
域
内
で
も
十
四
万
匹
の
稚

ア
ユ
を
放
流
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は

稚
ア
ユ
は
放
流
で
き
ず
、
一
〇
セ
ン
チ
に
生

育
し
た
ア
ユ
を
解
禁
日
前
後
に
放
流
し
て
い

る
。
こ
の
間
、
区
議
会
で
も
砂
利
採
掘
の
禁

止
、
水
質
基
準
指
定
を
訴
え
た
。
だ
が
、
も

は
や
手
お
く
れ
で
あ
っ
た
。
世
田
谷
区
で
も

今
年
は
コ
イ
の
稚
魚
を
放
流
す
る
。
は
た
し

住
民
参
加
の
健
康
都
市
づ
く
り
を

　
こ
の
ほ
ど
、
世
田
谷
区
議
会
昭
和
4
6
年
嚴
初
の

本
会
議
に
お
い
て
、
「
東
京
都
世
田
谷
区
健
康
都
市

宣
言
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
、
『
区
議
会
だ
よ
り
』
で
知
り
ま
し
た
。

　
生
活
環
境
の
悪
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
区
民
の

心
身
の
健
康
増
進
を
目
ざ
す
こ
の
健
康
都
市
宣
言

は
特
別
区
で
は
初
の
試
み
だ
そ
う
で
す
が
、
世
田

谷
区
が
他
区
に
先
駆
け
て
、
こ
の
よ
う
に
区
民
が

あ
げ
て
切
望
す
る
生
活
環
境
の
浄
化
と
稻
極
的
に

区
民
の
健
康
増
進
に
目
を
向
け
、
内
外
に
向
か
っ

て
力
強
く
宣
言
し
た
こ
と
は
、
区
民
と
し
て
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
代
表
質
闇
」
の
な
か
に
「
健
康
都
市

宣
言
の
実
施
に
あ
た
っ
で
は
、
効
果
的
な
施
策
を

　
　
　
　
　
か
ら
ね
ん
ぷ
つ

た
て
な
い
と
空
念
仏
に
終
わ
る
危
険
が
あ
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
行
政
面
か
ら
の
宣
言
、

実
施
も
、
区
民
側
の
反
応
が
な
け
れ
ば
意
味
の
な

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
健
康
な
体
力
づ
く
り
は
、
週
一
回
と
か
月
一
回

町
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
体
を
動
か
せ

ば
こ
と
足
り
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
日
の
生
活
の
な
か
の
寸
暇
に
、
た
と
え
ば
五
分

か
十
分
程
度
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
十
分
体
力
づ
く
り

に
役
だ
ち
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日
な
ど
に
、
住
宅

街
の
ほ
と
ん
ど
の
道
路
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
解

放
し
、
住
民
参
加
の
し
ゃ
す
い
場
を
提
供
し
た
健

康
都
市
自
呈
目
の
実
施
こ
そ
望
ま
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
現
に
、
私
の
友
人
の
住
む
若
林
町
で
は
、

そ
の
地
区
か
ら
出
た
区
議
会
議
員
が
区
の
施
策
と

も
ど
も
に
地
域
住
民
を
リ
ー
ド
し
て
、
こ
の
運
動

区
議
会
だ
よ
り
、
ま
た
は
区

政
全
般
に
対
す
る
O
意
見
、

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
一
五
四
　
世
田
谷
区
世
田

谷
四
丁
目
2
1
1
2
7

世
田
谷
区
議
会
事
務
局

を
積
極
的
に
押
し
進
め
る
た
め
の
準
備
を
始
め
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
庄
民
サ
イ
ド
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
動
き
が
、
不

満
を
バ
ッ
ク
の
住
民
パ
ワ
ー
で
な
く
、
良
い
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
う
げ
ん

の
住
民
パ
ワ
ー
と
な
っ
て
、
あ
た
か
も
煉
原
の
火

の
O
と
く
、
世
田
谷
区
全
域
、
東
京
都
の
す
べ
て
、

そ
し
て
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
ゆ
く
と
き
、
そ
こ

に
は
憲
法
に
保
証
す
る
真
に
健
康
で
文
化
的
な
、

希
望
に
あ
ふ
れ
た
生
活
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
大
原
一
丁
目
三
五
－
一
九
　
俵
　
将
人

小
鳥
の
来
る
自
然
公
園
を
烏
山
に

　
世
田
谷
区
が
永
久
に
緑
と
太
陽
の
町
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
祈
り
ま
す
。
東
小
金
井
に
ま
い
り
ま
し

た
時
に
、
自
然
公
園
を
散
歩
い
た
し
ま
し
て
と
て

も
よ
い
気
持
ち
で
し
た
。
鳥
山
に
も
自
然
公
園
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
子
ど
も

の
遊
び
場
は
い
た
る
所
に
あ
り
ま
す
が
、
お
と
な

の
散
歩
道
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
木
の
た
く

さ
ん
あ
る
静
か
な
散
歩
道
は
是
非
必
要
と
思
い
ま

す
。
自
動
車
が
は
い
れ
な
い
よ
う
に
道
幅
を
細
く

し
て
、
花
も
、
た
ん
ぽ
ぽ
や
野
す
み
れ
の
よ
う
な

野
草
の
花
が
咲
く
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
り
っ

ぱ
な
お
花
は
、
花
屋
さ
ん
で
見
る
も
の
。
所
々
に

ベ
ン
チ
を
置
く
ぐ
ら
い
で
、
ブ
ラ
ン
コ
や
ス
ベ
リ

台
の
よ
う
な
遊
具
は
い
っ
さ
い
な
く
、
ほ
ん
と
う

に
静
か
な
散
歩
道
と
し
て
の
自
然
公
園
を
っ
く
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
鳥
山
に
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
空
地
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
よ
う
で
す
。
家
が
建
た
な
い
う
ち
に
、
早
く

自
然
公
園
の
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
北
鳥
山
三
丁
目
二
一
－
三
　
中
村
静
尾

C

○

て
こ
の
う
ち
何
割
が
釣
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
も
、
多
摩
川
の
汚
濁
は
進
む
一
方
で

あ
る
。
都
公
害
研
究
所
の
調
査
で
は
、
こ
の

一
年
間
で
、
二
子
橋
下
の
水
の
汚
染
度
は
倍

に
な
り
、
魚
が
住
め
る
限
界
基
準
を
上
回
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
玉
川
浄
水

場
で
は
水
道
用
水
の
取
水
を
や
め
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
多
摩
川
は
文
字
ど
お
り
”
死

の
川
”
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
魚
が
庄
め
る
川
に
す
る
た
め
に
は
、
一
日

も
早
く
下
水
道
の
整
備
を
す
る
よ
り
手
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
ん
せ
つ

い
。
工
場
か
ら
の
排
水
規
制
や
河
川
の
峻
漢

も
何
年
も
前
か
ら
叫
ば
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
昨
年
末
の
公
害
国
会
で
「
水
質
汚
染
防
止

法
」
が
制
定
さ
れ
、
や
っ
と
6
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
ア
ユ
を
と
り
も

ど
す
に
は
、
国
や
関
係
自
治
体
が
一
丸
と
な

っ
て
、
環
境
の
破
壊
に
対
処
す
る
ほ
か
な
い
。

　
写
真
H
J
R
P
世
田
谷
支
部
提
供

圏
議
員
の
住
所
・
電
話
番
号
変
更

大
沢
孝
明
（
公
明
）
若
林
一
丁
目
一
九
－
四

神
宮
寿
夫
（
公
明
）
上
野
毛
四
丁
目
二
三
－
六

河
西
忠
三
（
社
会
）
鵬
四
〇
四
九
・
四
〇
五
八

■
前
号
（
5
月
1
5
日
発
行
）
の
記
事
訂
正

　
六
ぺ
ー
ジ
　
笹
原
小
学
校
通
学
路
に
歩
道

橋
設
置
の
請
願
（
桜
五
丁
目
地
区
）
は
（
桜
丘

五
丁
目
地
区
）
。

　
七
ぺ
ー
ジ
　
議
員
の
平
均
年
齢
四
〇
・
一

歳
は
四
九
・
一
歳
。
石
原
芳
雄
議
員
の
電
話

番
号
断
〇
四
六
八
は
摺
〇
四
六
八
。

　
以
上
、
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
前
号
の
「
ほ
ろ
び
ゆ
く
野
鳥
」
に
は
い
ろ
い
ろ

ど
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
都
鳥
獣
保
護
員
の

原
喜
久
男
氏
（
野
毛
一
丁
目
七
－
三
在
庄
）
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
う
け
い

区
内
の
野
鳥
に
つ
い
て
は
造
詣
深
い
か
た
な
の
で
、

機
会
を
得
て
O
意
見
を
紹
介
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
当
選
後
は
じ
め
て
の
臨
時
会
は
、
議
会
役
職
の

決
定
だ
け
で
終
わ
る
の
が
通
例
で
す
が
、
今
回
は
、

学
校
関
係
の
工
事
講
負
契
約
議
案
が
十
九
件
も
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
厳
寒
期
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
ち
を
避
け
よ
と
い
う
議
会
側
の
年
来
の
要

求
が
反
映
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
た
だ
、
な

か
に
は
、
二
ぺ
ー
ジ
の
記
事
の
よ
う
に
、
む
ず
か

し
い
課
題
が
提
起
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
回
定
例
会
は
、
6
月
末
日
か
ら
7
月
上
旬

に
か
け
て
開
か
れ
る
見
込
み
で
す
。
請
願
の
提
出

は
早
め
に
ど
う
ぞ
。
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